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魅力いっぱい！私の学校魅力いっぱい！私の学校

2425 2009.4.10　広報さつませんだい

各図書館にお越しください。

行こうよ！図書館へ

中央図書館　　　　 0996（22）3542

図書館樋脇分館　　 0996（38）0009

図書館入来分館　　 0996（44）3111

図書館東郷分館　　 0996（42）0053

図書館祁答院分館　 0996（55）1111

図書館里分館　　　 09969（3）2958

図書館上甑分館　　 09969（2）0001

図書館下甑分館　　 09969（7）0390

図書館鹿島分館　　 09969（4）2211

－ 問合先 －

広報薩摩川内　2009.4.10

おおきくなるって
いうことは
中川ひろたか　文      
村上康成　絵　　　　　（童心社）
　大きくなるっていうことはどういうこ
とか、子どもの心に響くように、分か
りやすく表現しています。

新しい出会いの季節
本との出会いも広げよう

　

春
、４
月
は
出
会
い
の
季
節
。期
待

と
不
安
を
胸
に
新
生
活
を
始
め
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ち
ょ
っ
と
迷
っ
た
り
、不
安
な
気
持

ち
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、ぜ
ひ
、図
書

館
の
扉
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。す

て
き
な
本
と
の
出
会
い
が
心
を
癒
や

し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
郷
土
文
芸
誌「
文
化
薩
摩
川
内

第
４
号
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
文
化
活
動
の
一
端
を
紹
介

し
、多
く
の
市
民
よ
り
投
稿
さ
れ
た
俳

句
・
短
歌
な
ど
の
作
品
を
掲
載
し
た
も

の
で
、毎
年
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、特
別
寄
稿
と
し
て
、鹿

児
島
純
心
女
子
短
期
大
学　

濵は
ま
さ
と
た
だ

里
忠

宜の
ぶ

副
学
長
、東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

保
存
会　

前ま
え
ぞ
の園
世よ

継つ
ぎ

事
務
局
長
よ
り

ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、郷
土
史「
文
化
川
内
」・「
文

化
薩
摩
川
内
」各
号
も
販
売
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、中
央
図
書
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まめうしの
ももいろのはる
あきやまただし　作・絵        
（ＰＨＰ研究所）
　ぼく、まめうし。豆粒くらいの小さ
い子牛。春のにおいを探してるんだ。
あっちから、こっちから、いいにおい
がする！

わらっちゃった
大島妙子　作　　　　　（小学館）
　「学校の帰りに転んだのも、お母さ
んに怒られたのも、みんなけんかした
アケミちゃんのせいだ！」夜になって眠
ろうとした「わたし」でしたが…。

昭和に学ぶエコ生活
市橋芳則　著 　  
（河出書房新社）
　ヘチマ、湯たんぽ、重曹、洗面器、
はたき、打ち水、昭和 30 年代以前に
使われていた 「モノ」や暮らしの中の
工夫。昭和の時代から再発見が…。

ふるさと星事典　
星とあそぼう
北尾浩一・福澄孝博　著
（南日本新聞開発センター）
　夜空の星々とともに生きてきた私た
ち。地上とはるかな天空をつなぐ珠玉
の書。本県の星名伝承や天体観測の
楽しみ方、本年７月の皆既日食につい
ても詳しく解説しています。

ちょいな人々
荻原浩　著　　　　　 （文藝春秋）
　社内女性の褒め言葉に有頂天にな
る中年課長をはじめ、おっちょこちょ
いだけど愛すべき人たちの破天荒な
ワールド短編集。
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青
瀬
小
学
校

青
瀬
小
学
校

創
立
１
２
３
年

校
訓「
や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」

花
と
読
書
と
笑
顔
の
学
校

　青瀬は山あり、川あり、海あり、その上、観
かんのん

音三
み

滝
たき

という
三段からなる滝があるとても素晴らしい自然環境に恵まれた
所です。青瀬小学校はその中心にあり、青

おおしおだけ

潮岳と田
た

平
びらやま

山に囲
まれています。学校の近くには川が流れ、校庭には緑の芝生
があり、いろいろな花が咲いています。子どもたちは、この
すてきな環境の中、元気にのびのびと育っています。

福
ふく

盛
もり

　博
ひろ

美
み

 校長青瀬小学校

　

下
甑
島
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

青
瀬
小
学
校
は
、
本
年
度
創
立
１

２
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

18
人（
男
子
10
人
、
女
子
８
人
）の

児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

｢

や
さ
し
く
、
か
し
こ
く
、
た

く
ま
し
く｣

を
校
訓
と
し
、｢

自
ら

考
え
学
び
、
確
か
な
学
力
と
豊
か

な
心
を
も
ち
、
力
強
く
生
き
る
青

瀬
の
子
ど
も
の
育
成｣

を
教
育
目

標
と
し
て
い
ま
す
。「
花
と
読
書
と

笑
顔
の
学
校
」を
合
言
葉
に
毎
日

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
さ
し
く
」で
は
、
生
き
物
を

大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
心

を
育
成
す
る
た
め
に
、
青
少
年
赤

十
字
に
加
盟
し
、
朝
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動(

花
の
水
か
け)

を

行
っ
た
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
を
ふ

化
さ
せ
て
放
流
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
か
し
こ
く
」で
は
、
朝
の
読
書

タ
イ
ム
を
中
心
に
、
本
が
大
好
き

な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
力
向
上
を
図
る
た

め
に
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
を

設
け
て
漢
字
・
計
算
な
ど
の
基

礎
・
基
本
を
定
着
す
る
補
充
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
で
は
、
中
学
校

教
師
に
よ
る
授
業（
英
語
・
理
科
）

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
た
く
ま
し
く
」で
は
、
一
校
一

運
動
と
し
て
毎
朝
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
し
た
体
力
つ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
お
か
げ
で
体
力
テ
ス

ト
の
結
果
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
色
あ
る
活
動
」と
し
て
川
内

小
学
校
と
の
交
流
活
動
が
あ
り
、

今
年
で
15
年
目
と
な
り
ま
す
。
夏

に
は
川
内
小
の
児
童
と
保
護
者
が

本
校
を
訪
れ
、海
の
体
験
活
動（
定

置
網
上
げ
・
ろ
こ
ぎ
・
海
水
浴
な

ど
）や
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
10
月

に
は
本
校
の
児
童
が
川
内
小
に
行

き
、
大
人
数
の
中
で
一
日
授
業
を

受
け
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
青
瀬
ヤ
ン
ハ
」と
い

う
伝
統
芸
能
の
継
承
に
取
り
組
み
、

校
区
と
の
合
同
運
動
会
の
時
に
そ

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま

す
。

青瀬ヤンハ（運動会時）川内小との親子キャンプ（網上げ体験）

一校一運動（サッカー）「朝の体力つくり」

地区・小学校合同運動会（赤・白両組優勝）

ウミガメの放流（青瀬海岸）


